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1.  平成24年3月期第1四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 2,880 12.1 139 △30.2 155 △32.2 93 △30.3

23年3月期第1四半期 2,569 0.9 200 △3.5 228 0.8 134 0.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 17.12 ―

23年3月期第1四半期 24.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 17,691 13,597 76.9
23年3月期 17,726 13,563 76.5

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  13,597百万円 23年3月期  13,563百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
24年3月期 ―

24年3月期（予想） 7.50 ― 7.50 15.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,553 3.5 413 △10.8 428 △13.5 278 △4.1 50.79
通期 10,561 5.7 735 3.8 760 0.8 461 4.1 84.09



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 5,749,000 株 23年3月期 5,749,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 263,230 株 23年3月期 263,230 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 5,485,770 株 23年3月期1Q 5,485,829 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法） 
 決算補足説明資料は平成23年8月4日（木）に当社ホームページに掲載いたします。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災および原子力発電所の事故により経済活動が停滞

し、下押し圧力が続いておりましたが、サプライチェーン（供給体制）の復旧が進み、生産や輸出に持ち直しが見

られるようになりました。 

当貨物自動車運送業界におきましては、物流拠点の被害や道路網の損壊等に加えて燃料の供給不足も発生し、貨

物輸送に支障が出て輸送量の減少が見込まれる厳しい状況下におかれました。 

このような状況下、主力荷主の製造工場が複数被災いたしましたが、復旧が進むとともに例年より早く気温も上

昇し、猛暑に転じましたので、清涼飲料輸送や、びん・容器輸送は昨年より早く繁忙期に入りました。 

さらに、ロジスティクス・イノベーションによる３ＰＬ（物流の一括受注）事業の東部北陸物流センター（富山

県）は期首より順調に稼働し、事業規模が一段と拡大いたしました。 

また、需要が減退し、輸送量が減少している石油輸送は合理化を実施いたしました。 

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は、2,880,049千円（前年同期比12.1％増）となりました。 

営業利益は、新規事業等による初期投資に加えて、前述の震災の影響で出荷基地が中京以西に移り、空車距離や

道路使用料の増加に加えて燃料費高騰等が重なり、139,860千円（前年同期比30.2％減）となりました。 

経常利益は、155,213千円（前年同期比32.2％減）となり、当四半期純利益は93,911千円（前年同期比30.3％

減）となりました。  

セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

①貨物自動車運送事業 

（第１営業部門） 

清涼飲料輸送は、東部北陸物流センターが期首に開業し、輸送地域等の拡大による増収に加えて、例年より

早い猛暑の到来で輸送量が大幅に増加し増収となりました。 

びん・容器輸送につきましても、洋酒ブームや食べる調味料のヒットによる増産に加えて、清涼飲料輸送と

の複合輸送で増収となりました。 

以上により、第１営業部門は前年同期比24.8％増となりました。  

（第２営業部門） 

石油輸送は、需要低迷が続いており輸送量が漸減状態にありますので、減車等による合理化を実施し、減収

となりました。 

化成品輸送は、引続き新興国向け需要が旺盛で輸送量が伸び、増収となりました。 

セメント輸送は、被災した福島・北関東地域の代替輸送基地機能を果たしましたので輸送力を増強し、増収

となりました。 

その他輸送につきましては、小型車の契約車両の提供を行っており、微増となりました。 

以上から、第２営業部門は前年同期比1.3％増となりました。  

この結果、関連業務の荷役作業収入を含めた当事業の売上高は、1,913,332千円（前年同期比20.0％増）と

なり、セグメント利益は 千円（前年同期比51.9％減）となりました。  

②商品販売事業 

石油販売は、貨物自動車運送事業の提携先を中心に販路を拡大し、販売量が増加するとともに単価も上昇い

たしましたので、増収となりました。 

セメント販売は、公共投資は引続き低迷しておりますうえに、震災の復旧・復興関連の動きも停滞しており

ますので、大幅な減収となりました。 

車両販売等は、前期は中型車の販売実績から、今期は小型車の販売となり減収となりましたが、新たにソフ

トウェア販売が加わりましたので増収となりました。  

この結果、当事業の売上高は634,961千円（前年同期比8.5％減）となり、セグメント利益は 千円（前

年同期比89.7％増）となりました。  

③不動産賃貸事業 

自社提供施設は、当社の11番目の提供施設として、東部北陸物流センターが期首より開業いたしましたの

で、増収となりました。 

借上施設は、３ＰＬ事業の一貫として、得意先繁忙期に臨時物流施設の提供を開始し、増収となりました。

この結果、当事業の売上高は312,157千円（前年同期比19.3％増）となり、セグメント利益は 千円

（前年同期比7.9％増）となりました。  

④その他事業 

自動車整備事業は、物流市場の減少とともに登録車両が減少し、車検・整備車両も減少傾向にありますが、

一段と充実したサービスを提供し、前期並を確保いたしました。 

損害保険代理業等は、営業キャンペーンを積極展開し、新規顧客を獲得し増収となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

68,406

3,240

128,951
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この結果、当事業の売上高は19,598千円（前年同期比1.1％増）となり、セグメント利益は 千円（前年

同期比30.9％増）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

当第１四半期会計期間末における流動資産は3,637,547千円となり、前事業年度末と比べ42,125千円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金が122,525千円、受取手形が24,697千円それぞれ減少した一方で、営業未収入金

が196,144千円増加したことによるものであります。固定資産は14,053,714千円となり、前事業年度末と比べ

77,081千円減少いたしました。これは主に有形固定資産が36,211千円、投資有価証券の時価評価等により投資その

他の資産が21,353千円それぞれ減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は、17,691,261千円となり、前事業年度末と比べ34,956千円減少いたしました。 

（負債）  

当第１四半期会計期間末における流動負債は1,440,077千円となり、前事業年度末と比べ49,076千円減少いたし

ました。これは主に営業未払金が125,041千円、未払費用が114,842千円それぞれ増加した一方で、未払金が

134,649千円、未払法人税等が118,384千円それぞれ減少したことによるものであります。 

固定負債は2,653,908千円となり、前事業年度末と比べ19,831千円減少いたしました。これは主に繰延税金負債

が15,424千円減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、4,093,986千円となり、前事業年度末と比べ68,908千円減少いたしました。 

（純資産）  

当第１四半期会計期間末における純資産合計は13,597,275千円となり、前事業年度末と比べ33,951千円増加いた

しました。これはその他有価証券評価差額金が18,816千円減少した一方で、四半期純利益93,911千円及び剰余金の

配当41,143千円により利益剰余金が52,768千円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は76.9％（前事業年度末は76.5％）となりました。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期累計期間の経営成績は概ね予想どおりに推移しているため、平成23年５月13日の決算短信で公表い

たしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。  

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

9,234

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,384,970 2,262,444

受取手形 90,116 65,419

営業未収入金 949,698 1,145,842

有価証券 20,000 20,000

原材料及び貯蔵品 28,791 29,095

その他 125,303 118,785

貸倒引当金 △3,458 △4,040

流動資産合計 3,595,422 3,637,547

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,623,098 3,598,860

車両運搬具（純額） 455,357 460,160

土地 7,560,765 7,560,765

建設仮勘定 11,791 16,291

その他（純額） 479,785 458,508

有形固定資産合計 12,130,799 12,094,587

無形固定資産 204,686 185,169

投資その他の資産   

投資有価証券 707,739 676,520

その他 1,087,576 1,097,442

貸倒引当金 △4 △4

投資その他の資産合計 1,795,311 1,773,957

固定資産合計 14,130,796 14,053,714

資産合計 17,726,218 17,691,261

負債の部   

流動負債   

支払手形 81,466 64,087

営業未払金 651,050 776,091

未払金 242,585 107,936

未払費用 155,872 270,714

未払法人税等 165,196 46,811

引当金 91,768 30,948

その他 101,214 143,487

流動負債合計 1,489,153 1,440,077

固定負債   

繰延税金負債 1,272,242 1,256,817

再評価に係る繰延税金負債 148,692 148,692

引当金 90,740 92,425
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年６月30日) 

長期前受金 61,153 59,913

長期預り保証金 1,099,314 1,094,457

資産除去債務 1,597 1,603

固定負債合計 2,673,740 2,653,908

負債合計 4,162,894 4,093,986

純資産の部   

株主資本   

資本金 553,031 553,031

資本剰余金 527,722 527,722

利益剰余金 13,022,386 13,075,154

自己株式 △194,955 △194,955

株主資本合計 13,908,184 13,960,952

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 110,506 91,690

土地再評価差額金 △455,366 △455,366

評価・換算差額等合計 △344,860 △363,676

純資産合計 13,563,324 13,597,275

負債純資産合計 17,726,218 17,691,261
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 2,569,107 2,880,049

売上原価 2,278,019 2,643,567

売上総利益 291,087 236,482

割賦販売未実現利益戻入額 2,388 933

割賦販売未実現利益繰入額 1,998 931

差引売上総利益 291,477 236,484

販売費及び一般管理費 91,072 96,624

営業利益 200,405 139,860

営業外収益   

受取利息 580 153

受取配当金 12,919 12,871

車両賃貸料 － 360

補助金収入 12,600 －

その他 4,092 3,699

営業外収益合計 30,192 17,085

営業外費用   

支払利息 1,630 1,520

その他 0 211

営業外費用合計 1,631 1,731

経常利益 228,967 155,213

特別利益   

固定資産売却益 1,301 6,068

投資有価証券売却益 223 －

特別利益合計 1,525 6,068

特別損失   

固定資産除却損 7 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,200 －

特別損失合計 1,208 2

税引前四半期純利益 229,284 161,280

法人税、住民税及び事業税 72,066 45,787

法人税等調整額 22,547 21,581

法人税等合計 94,613 67,368

四半期純利益 134,671 93,911
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該当事項はありません。   

  

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他事業」は、自動車整備業及び損保代理業等であります。 

２．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用で、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。  

３．報告セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書計上額（営業利益）と一致しております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）２ 

四半期損益
計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注）１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  1,594,031  694,105  261,578  19,390  2,569,107  －  2,569,107

計  1,594,031  694,105  261,578  19,390  2,569,107  －  2,569,107

セグメント利益  142,341  1,708  119,561  7,055  270,667  △70,262  200,405

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）２ 

四半期損益
計算書計上
額（注）３

貨物自動車
運送事業 

商品販売事
業 

不動産賃貸
事業 

その他事業
（注）１ 

計 

売上高               

外部顧客への売上高  1,913,332  634,961  312,157  19,598  2,880,049  －  2,880,049

計  1,913,332  634,961  312,157  19,598  2,880,049  －  2,880,049

セグメント利益  68,406  3,240  128,951  9,234  209,833  △69,973  139,860

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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